
図面名称 縮尺 付図No. ﾍﾟｰｼﾞ通しNo.

A1 1： 500
A3 1：1000

■日照検討条件
北緯　：　35度41分27秒
東経　： 138度36分32秒
節季　：冬至（12月22日頃)
時刻法：真太陽時

日影形状図検討 日影等時間検討

※冬至の1日（9:00～16：00間）
　で日影の時間が累積6時間
　以上となる範囲。

※日影時間が累積5時間
　以上となる範囲。

※日影時間が累積4時間
　以上となる範囲。

※日影時間が累積3時間
　以上となる範囲。

※日影時間が累積2時間
　以上となる範囲。

◆結果：冬至の9：00～16：00間ではおおよそ12：00以降、
　　　　敷地の過半以上が影になる。
　　　　（東西の比較では、西側の区域で11：00以降大半が
　　　　影になり、東側で12：00以降で大半が影になる。）

◆結果：冬至の9：00～16：00間ではおおよそ12：00以降、
　　　　敷地の過半以上が影になる。
　　　　（東西の比較では、西側の区域で11：00以降大半が
　　　　影になり、東側で12：00以降で大半が影になる。）

日照検討図-②【冬至】 【付図-３-②】 Ｐ-２２

北

 冬至・9:00の山の影

冬至・11:00
　の山の影

冬至・10:00の山の影

冬至・12:00
　の山の影

冬至・12:00
　の山の影

土砂災害特別警戒区域（建築制限区域） 土砂災害特別警戒区域（建築制限区域）

冬至・13:00
　の山の影

冬至・13:00
　の山の影

冬至・16:00
　の山の影

冬至・14:00
　の山の影

冬至・14:00
　の山の影

冬至・16:00
　の山の影

冬至・15:00
　の山の影

冬至・15:00
　の山の影

 3時間

 2時間

 6時間

 5時間

 4時間



図面名称 縮尺 付図No. ﾍﾟｰｼﾞ通しNo.

A1 1： 500
A3 1：1000

■日照検討条件
北緯　：　35度41分27秒
東経　： 138度36分32秒
節季　：春秋分（3月21日頃・9月23日頃)
時刻法：真太陽時

日影形状図検討 日影等時間検討

※日影時間が累積3時間以上となる範囲。

※春分又は秋分の1日（9:00～16：00間）
　で日影の時間が累積4時間以上となる
　範囲。

※日影時間が累積3時間
　以上となる範囲。

※日影時間が累積1時間
　以上となる範囲。

◆結果：春秋分の9：00～16：00間では、おおよそ12：00～13：00以降、
　　　　敷地に影が落ちてくる。
　　　　（東西の比較では、西側の区域で13：00以降過半が影になり、
　　　　東側で13：30頃過半が影になる。）

◆結果：春秋分の9：00～16：00間では、おおよそ12：00～13：00以降、
　　　　敷地に影が落ちてくる。
　　　　（東西の比較では、西側の区域で13：00以降過半が影になり、
　　　　東側で13：30頃過半が影になる。）

日照検討図-③【春秋分】 【付図-３-③】 Ｐ-２３

北

春秋分・9:00
の山の影

春秋分・13:00
の山の影

春秋分・12:00
の山の影

春秋分・10:00
の山の影

春秋分・11:00
の山の影

春秋分・14:00
の山の影

春秋分・15:00
の山の影

春秋分・16:00
の山の影

土砂災害特別警戒区域（建築制限区域）
土砂災害特別警戒区域（建築制限区域）

 4時間

 2時間

 3時間

1時間



図面名称 縮尺 付図No. ﾍﾟｰｼﾞ通しNo.

A1 1： 500
A3 1：1000

■日照検討条件
北緯　：　35度41分27秒
東経　： 138度36分32秒
節季　：夏至（6月21日頃)
時刻法：真太陽時

日影形状図検討 日影等時間検討

◆結果：夏至の9：00～16：00間では敷地に落ちる影はない。 ◆結果：夏至の9：00～16：00間では敷地に落ちる影はない。

日照検討図-④【夏至】 【付図-３-④】 Ｐ-２４

北

 9:00

10:00
11:00

12:00

土砂災害特別警戒区域（建築制限区域）土砂災害特別警戒区域（建築制限区域）

13:00
14:00

15:00 16:00
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（４）仮庁舎の分析    

  ア.庁舎建設にあたって 

①新庁舎の建設地の策定は、工事中継続する執務をいかに行うかという課題と表裏一

体にある。ここではその継続執務をどこで行うかという視点で問題を整理する。      

②継続執務の受皿（仮庁舎）としては、通常、他の既存施設利用か仮設施設を考える。     

③仮庁舎の面から抽出される選択肢は下記イ.の 5通りとなる。 

 

イ. 各案の概要 

Ａ①案 

①仮庁舎：なし 

      ・現庁舎を存続させ、執務はそこで従来どおり行うという、仮庁舎なしの案。     

 ②新庁舎建設位置：現庁舎以外の場所 

      ・現庁舎の敷地内が第一候補。（規模と空きｽﾍﾟｰｽを考慮すると現庁舎西側となる。） 

Ａ②案 

①仮庁舎：部分的仮設棟設置。 

      ・現庁舎存続のＡ①案を基本としているが、新庁舎の位置を極力東に寄せるため、

切り離しやすい現庁舎の平屋部分（宿直・休憩室、トイレ部分）を解体し、新庁

舎の建設スペースを用意する案である。     

 ②新庁舎建設位置：現庁舎以外の場所 

  ・現庁舎の西側。（部分解体をしたスペースまで利用して、Ａ①案より東に寄せる。） 

Ｂ案 

①仮庁舎：なし 

 ・他の既存施設を利用する。（どの程度利用可能か、検証が必要。） 

②新庁舎建設箇所 

  ・現庁舎位置が第一候補。（現庁舎解体が前提） 

Ｃ案 

①仮庁舎：他の既存施設利用と仮設棟利用の両面を想定した案。 

 ・Ｂ，Ｄ案の折衷。（仮庁舎の規模をＤ案より圧縮する案。） 

（他の既存施設についてはどの程度利用可能か、検証が必要。） 

②新庁舎建設箇所 

  ・現庁舎位置が第一候補。（現庁舎解体が前提） 

Ｄ案 

①仮庁舎：仮設棟建設（現庁舎以外の場所） 

・規模と空きスペースを考慮すると現庁舎西側となる。  

②新庁舎建設箇所 

  ・現庁舎位置が第一候補。（現庁舎解体が前提） 

 

ウ.各案の比較、検討を【付図－４－①】及び【付図－４－②】に示す。 



（４）仮庁舎の分析-① ※参考 名称 本庁舎 振興課 書庫 ｼｬﾜｰ室
消防車車庫
・倉庫

合計

構造・階数 木造・2階建 鉄骨造・2階建
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造
・2階建

木造・平屋 木造・2階建

延床面積（㎡） 879.0 141.6 49.5 4.5 66.0 1,140.6

案
比較項目

各案の概要
仮庁舎： なし。 仮庁舎： 仮庁舎： 仮庁舎： 仮庁舎： 仮設棟を西側に設置。

現庁舎： 現庁舎： 現庁舎： 現庁舎： 現庁舎：

新庁舎： 現庁舎西側に建設。 新庁舎： 新庁舎： 現庁舎位置に建設。 新庁舎： 現庁舎位置に建設。 新庁舎： 現庁舎位置に建設。

新庁舎工事中の執
務について

対応施設 現庁舎を存続させて、執務継続。 仮設棟及び他の施設に移転して、執務継続。

利便性 分散による不便は大きい。

防災無線等 現庁舎存続につき、変化なし。

新庁舎 配慮点 同左 同左 同左 同左

問題点 配置上の制約がないため、最善の計画が可能。 仮設棟により配置上の制約有り。

階数の違い

　（各案共通）

工程 工程の流れ

内容・特徴

問題点

コスト イニシャルコスト ①仮庁舎（他の既存施設） 　　－ ①仮庁舎（他の既存施設） 　　－ ①仮庁舎（他の既存施設） 　　　　● ①仮庁舎（他の既存施設） 　　　　● ①仮庁舎（他の既存施設） 　　－
　（発生項目：●） 　　－ 　　　　● 　　－ 　　　　● 　　　　●

※評価区分 ゼロﾍﾞｰｽ（◎） 建築（80㎡）・ﾘｰｽ＋解体費 ￥1200万（△） ゼロﾍﾞｰｽ（◎） 建築（想定500㎡）・ﾘｰｽ＋解体費 ￥5,500万（×） 建築（想定900㎡）・ﾘｰｽ＋解体費 ￥1億（×）
◎：ﾌﾟﾗｽ評価 ③現庁舎解体 　　　　● ③現庁舎解体 　　　　● ③現庁舎解体 　　　　● ③現庁舎解体 　　　　● ③現庁舎解体 　　　　●

○：ややﾌﾟﾗｽ評価 ④現庁舎解体跡地整備（単独） 　　　　● ④現庁舎解体跡地整備（単独） 　　　　● ④現庁舎解体跡地整備（単独） 　　－ ④現庁舎解体跡地整備（単独） 　　－ ④現庁舎解体跡地整備 　　－
△：ややﾏｲﾅｽ評価 ⑤新庁舎工事 　　　　● ⑤新庁舎工事 　　　　● ⑤新庁舎工事 　　　　● ⑤新庁舎工事 　　　　● ⑤新庁舎工事 　　　　●

×：ﾏｲﾅｽ評価 ⑥杭工事 　　　　● ⑥杭工事 　　　　● ⑥杭工事 　　　　● ⑥杭工事 　　　　● ⑥杭工事 　　　　●

⑦役場移転（引越し） 　　●（1回） ⑦役場移転（引越し） 　　　　●（1回） ⑦役場移転（引越し） 　　　　●（2回） ⑦役場移転（引越し） 　　　　●（2回） ⑦役場移転（引越し） 　　　　●（2回）
　※資料「庁舎引越のパターン」参照 ￥150万（○） 　※（同左） ￥150万（○） 　※（同左） ￥250万（△） 　※（同左） ￥240万（△） 　※（同左） ￥220万（△）
⑧情報系移設 　　－ ⑧情報系移設 　　－ ⑧情報系移設 　　　　● ⑧情報系移設 　　　　● ⑧情報系移設 　　　　●

　　（敷地内継続） ゼロﾍﾞｰｽ（◎） 　　（敷地内継続） ゼロﾍﾞｰｽ（◎） 　　（他の既存施設へ） A①案+¥940万（×）　　（敷地内移設） A①案+¥760万（△）　　（敷地内移設） A①案+¥760万（△）
ランニングコスト ⑨ﾗﾝﾆﾝｸﾞコスト 　　－ ⑨ﾗﾝﾆﾝｸﾞコスト 　　－ ⑨ﾗﾝﾆﾝｸﾞコスト 　　－ ⑨ﾗﾝﾆﾝｸﾞコスト 　　－ ⑨ﾗﾝﾆﾝｸﾞコスト 　　－
（各案の違いについて）

ライフサイクルコスト ⑩ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ ゼロﾍﾞｰｽ（◎） ⑩ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ 　（○） ⑩ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ ゼロﾍﾞｰｽ（◎） ⑩ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ 　（△） ⑩ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ 　（×）
（各案の違いについて）
まとめ 　　◎ 　　○ 　　○ 　　△ 　　×

まとめ 各項目の評価 ①工事中の対応施設（利便性） 　　○ ①工事中の対応施設（利便性） 　　○ ①工事中の対応施設（利便性） 　　× ①工事中の対応施設（利便性） 　　× ①工事中の対応施設（利便性） 　　△
※評価区分 ②新庁舎（配置） 　　○ ②新庁舎（配置） 　　○ ②新庁舎（配置） 　　○ ②新庁舎（配置） 　　○ ②新庁舎（配置） 　　○
◎：ﾌﾟﾗｽ評価 ③工期 　　◎ ③工期 　　○ ③工期 　　○ ③工期 　　○ ③工期 　　△
○：ややﾌﾟﾗｽ評価 ④コスト 　　◎ ④コスト 　　○ ④コスト 　　○ ④コスト 　　△ ④コスト 　　×
△：ややﾏｲﾅｽ評価
×：ﾏｲﾅｽ評価

まとめ

図面名称 付図No. ﾍﾟｰｼﾞと押しNo.

　仮庁舎の分析-①「比較表」 P-26

解体。（別棟・振興課は存続させ、新庁
舎竣工、引越し後解体。）

解体。（別棟・振興課は存続させ、新庁
舎竣工、引越し後解体。）

解体。（別棟・振興課は存続させ、新庁
舎竣工、引越し後解体。）

※各案の比較としては、仮設棟の有無、大きさの違いで影響がある。

※日照時間では、冬至期のみ、東西の位置で1時間程度の違いが出るので〈前項『（３）自然条件〔日照について〕』参照〉、比較すれば東側が有利と言えるが、その違いはわずかである。
（ランニングコストの計算では冬季の日照はわずかなプラスαとして通常計算に入れないため、数字上は違いが出ないレベルである。）

※地質調査データより、敷地内南側（道路側）では支持地盤が浅く、杭基礎の必要性も少ないが、北側（早川側）では支持地盤が深く、杭基礎が必要な状況である。これは東西においてほぼ同じ状態であるため今回の配置各案において大きな違いは生じないといえる。

分散による不便は大きい。
隣接して工事しているため、様々な制約が出る。特に仮庁舎
の位置が工事エリアの奥になるため、逆の位置関係（A①、
A②案）より出入りの制約は、より厳しくなる。又既存振興
課を工事中残したとしても、振興課と仮設棟の間に工事エリ
アがあるため、A①、A②案に比して利便性が落ちる。

技術的には移設可能であるが、コスト面から現敷地に残すことを第一とする。新庁舎への移設も視野に入れて位置を吟味する必要がある。
（※ｺｽﾄ：下記「ｺｽﾄ欄・⑧情報系移設」参照）

他の施設へ移転して執務継続。
移転内容と候補施設のスペース、機能等の照合が必要。

仮設棟に移転して、執務継続。
仮設棟の位置は機能・利便性の上で敷地内が妥当。
（規模の上で敷地西側が適当。）

【付図-4-①】

存続。（新庁舎竣工、引越し後解体。） 主要部分存続。一部解体。（新庁舎竣
工、引越し後すべて解体。）

　　　地上2階建て　　　　　：用途、構造上最も標準的階数。

　　　地上3階建て　　　　　：建築面積が2階建てより小さくなるため、配置がより自由となることや、利用可能な外構スペースが広く取れる等のﾒﾘｯﾄがあるが、構造、コスト、使い勝手、階段・廊下の面積増などのﾃﾞﾒﾘｯﾄがある。これらのﾃﾞﾒﾘｯﾄを超えるﾒﾘｯﾄが生まれる場合は3階建ても候補となる。

　　　地下1階、地上2階建て ：同上。　　さらに、地下について。①地下工事は地上より格段に高いためコスト面で負担が大きい。②耐震上は地下が有利。③土砂、水の流入防止対策が必須条件。等々プラス、マイナス両面があり、防災上有効な空間の確保という面で、地下が優位とは一概にいえない。

①新庁舎工事（→竣工）→【②役場移転】→③現庁舎解体
→④解体跡地整備

①仮庁舎（他の既存施設）の準備→【②役場移転】→③現庁
舎解体→④新庁舎工事（→竣工）→【⑤役場移転】→⑥既存
別棟（振興課）の解体、跡地整備、⑦他の既存施設復旧

①仮庁舎（仮設棟）工事（→竣工）→【②役場移転】→③現
庁舎解体→④新庁舎工事（→竣工）→【⑤役場移転】→⑥既
存別棟（振興課）、仮設棟解体→⑦各解体跡地整備

新庁舎に役場が移転後、現庁舎の解体、跡地整備の間、不便
が生じる。（駐車場等の整備及び利用に調整が必要。）

Ｄ　案

現庁舎及び周辺施設

（場所：高住758）

小規模仮設棟（先行解体部分に応じた機
能・規模で、現庁舎東側に想定。）

他の既存施設利用（分散して執務継
続）。（仮設なし）

他の既存施設と仮設棟を共に利用。（分
散して執務継続）（Ｂ，Ｄ案の折衷で、
利用施設・部署の組合せは複数案）

Ａ①　案 Ａ②　案 Ｂ　案 Ｃ　案

仮設棟により配置上の制約有り。
但し、D案より仮設棟の規模が小さいため、影響はやや小さ
い。

①仮庁舎（仮設棟）工事（→竣工）、②他の既存施設準備→
【③役場移転】→④現庁舎解体→⑤新庁舎工事（→竣工）→
【⑥役場移転】→⑦既存別棟（振興課）、仮設棟解体→⑧各
跡地整備、⑨他の既存施設復旧

仮設棟が現庁舎と同じ敷地のため、現状と大きな違いは出な
いが、隣接して工事しているための制約が出る。特に仮庁舎
の位置が建設エリアの奥になるため、逆の位置関係（A①、
A②案）より出入りの制約は、より厳しくなる。又既存振興課
を工事中残したとしても、振興課と仮設棟の間に工事エリア
があるため、A①、A②案に比して利便性が落ちる。

仮庁舎の準備、工事、解体、跡地整備の必要がない。
役場移転（引越し）が1回で済む。
各案の中で最短。

仮設棟工事期間が必要であり、且つその解体、跡地整備の期
間が必要。（各案の中で最長）

①仮設棟（現庁舎解体部分の対応施設）工事（→竣工）→
【②該当部分移転】→③新庁舎工事（→竣工）→【④役場移
転】→⑤現庁舎・仮設棟解体→⑥解体跡地整備

仮設棟があるためその工事・解体の期間がA①案にプラスされ
る。
規模が小さいため、C、D案ほどはかからない。

仮庁舎（既存他施設）の準備及び復旧の時間が必要だが、
C、D案の仮設棟新築工事よりは格段に短い。

位置を極力東寄りにするため解体部分を
含めた現庁舎西側に建設。

土砂災害特別警戒区域ラインから安全側に建設しなければな
らない。

工事中存続する現庁舎を避けるため、配置は敷地の西側にな
る。（日照上現庁舎よりわずかにﾏｲﾅｽ。）

工事中存続する現庁舎を避けるため、配置は敷地の西側にな
る。
（日照上現庁舎よりわずかにﾏｲﾅｽ。但しA案よりはよい。）

現庁舎存続につき、変化なし。但し隣接して工事しているた
め、安全確保のための制約が出る。（動線、駐車ｽﾍﾟｰｽ等）

主要部分が現庁舎利用のため利便性はほとんど変化なし。
（一部仮設移転のためわずかにﾏｲﾅｽ。）
左記同様の制約は出る。

現庁舎主要部分にて執務継続。
解体部分に対応する内容を仮設棟でまかなう。

主要部分において現庁舎存続利用のため大きな変化はなし。

新庁舎への移転は最終段階となる。移転後の工事はない。 新庁舎に役場が移転後、仮設棟の解体、跡地整備の間、不便
が生じる。（駐車場等の整備及び利用に調整が必要。）

仮庁舎として仮設棟、既存他施設の両方の手間がかかるが、
規模がB,D案の中間であることで、期間的にもB,D案の中間と
なる。

②仮庁舎（小規模仮設棟工事・解体）②仮庁舎（仮設棟なし） ②仮庁舎（仮設棟なし） ②仮庁舎（仮設棟工事・解体） ②仮庁舎（仮設棟工事・解体）

配置概念図

工期、コストの面で最下位。仮設棟利用と新庁舎配置の点と
合せて、一長一短がある案である。

同左。さらに仮設棟が小さいとはいえ工事・解体・跡地整備
の期間が必要となる。

B,D案の折衷案として、実現性（リアリティ）も増すが、分
散化等のﾃﾞﾒﾘｯﾄも付随してくる。

工期、コストの優位性と新庁舎の配置上の問題点を秤に掛け
て判断する必要がある。

A①案におけるわずかなﾃﾞﾒﾘｯﾄである新庁舎の位置を東によせ
るべく部分解体を考慮した案である。小規模ながら先行解体
に対応した仮設棟設置費用がかかる。

新庁舎の配置上最も自由性がある点、仮設棟がないことによ
るコストの優位性等のメリットと他の既存施設利用の利便性
の悪さというﾃﾞﾒﾘｯﾄを秤に掛けて判断する必要がある。

B,D案の折衷案で特徴も両案の中庸となる。



現庁舎の内容

名称 構造 延床面積建築面積階数

①本庁者　　　　　　木造　　　　　 ２階建　　516.00㎡　　　879.00㎡

②書庫　　　　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造  ２階建　 　24.75㎡　　 　49.75㎡

③シャワー室　　　　木造　　　　　 平屋建　 　 4.50㎡　　 　 4.50㎡

④振興課　　　　　　鉄骨増　　　　 ２階建　 　70.80㎡　　　141.60㎡

⑤消防車車庫・倉庫　木造　　　　　 ２階建　 　33.00㎡　　　 66.00㎡

組合せ別合計面積 ①＋②

①＋②＋③

①＋②＋③＋④

540.75㎡ 928.50㎡

545.25㎡ 933.00㎡

1,074.60㎡616.05㎡

649.05㎡ 1,140.60㎡①＋②＋③＋④＋⑤

縮尺 付図No. ﾍﾟｰｼﾞ通しNo.

仮庁舎の分析－②「既存施設利用の検討」

図面名称

第４章　計画概要の検討

　１．敷地条件

　　（４）仮庁舎の分析-②

【付図-４-②】 Ｐ-２７

内容名称 場所

薬袋

草塩

保

保

塩島

町内の利用可能な施設（位置：右図参照・平面：付図４-③参照）

①交流促進センター

②福祉センター

③保健センタ－

④町民会館

⑤早川北小内保育所

※既存施設を利用する場合の施設選定について

（ハ）光ケーブルが附設されていることを優先事項とした場合は、①交流促進センター

　　　+④町民会館　の組合せが第一候補となる。

多目的集会室

多目的ホール

425㎡（現在、検診や各種団体の会議・教室

　等で利用・・現状収納物多し）　　　　

利用可能376㎡

（部分的・一時的利用を含めると622㎡）

保育所スペース　416㎡

（イ）現庁舎の面積と他の利用可能な施設の面積を考えると、複数施設に別れざるを得

　　　ない。

　  　但し、遠距離分散は現実的ではない。

（ロ）距離の近い施設として、③保健センター（425㎡）と④町民会館（622㎡）がある。

　　　保健センターの収納物の移設により、町民会館と合わせて、ある程度の床面積が

　　　得られるが、保健センターに光ケーブルがないことが大きなデメリットとなる。

北

早川町役場

⑤早川北保育所

①交流促進センター

②福祉センター

④町民会館

庁舎周辺の町の施設配置図

0 500 1,000 1,500ｍ

③保健センター



縮尺 付図No. ﾍﾟｰｼﾞ通しNo.図面名称

内容名称

多目的集会室

多目的ホール

425㎡（現在、無人、倉庫として利用。

　・・・現状収納物多し）　　　　

利用可能376㎡

（部分的・一時的利用を含めると622㎡）

保育所スペース　416㎡

場所

薬袋

草塩

保

保

塩島

①交流促進センター

②福祉センター

④町民会館

⑤早川北小内保育所

①交流促進センター

④町民会館

②福祉センター

⑤早川北小内保育所

仮庁舎の分析－③「既存施設平面図」 【付図-４-③】

③保健センタ－

③保健センタ－

Ｐ-２８

エントランス
広場

多目的交流ホール

多目的交流ラウンジ

多目的交流
集会室中庭

調理室

校務センター

保健室
男子ﾛｯｶｰ

女子ﾛｯｶｰ

女子便所

男子
便所

倉庫

遊戯室

３・４・５
才児室

１・２
才児室

事務室

０才児室

給湯
室

玄関

玄関

校長室

和室男子更衣

調理準備

ﾎﾞｲﾗｰ

ﾎﾟﾝﾌﾟ

楽器庫

倉庫 濾過機室

～利用可能スペース

～一時利用可能スペース

倉庫

創作教室

湯沸室

ｱﾄﾘｴ
Ａ

バルコニー

倉庫

湯沸室
女子
便所

男子
便所

男子
便所

女子
便所

事務室
ｴﾝﾄﾗﾝｽ
ﾎｰﾙ

玄関

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
ﾎﾟｰﾁ 創作教室 陶芸教室

更衣室 更衣室

料理実習室 和室(実習室) 健康相談室

身障者
便所

女子
便所

男子
便所

１Ｆ

２Ｆ

男子
便所 倉庫

男子
便所

事務室

多目的
ホール

玄関
ホール

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ

機能訓練室 食堂

休憩室

厨房

機械室

便所
女子
浴室

男子
浴室特浴室

脱衣

脱衣

娯楽
休憩室

印刷 湯沸
車椅子用

倉庫

待合 宿直
問診室

休憩

食品

洗濯
リネン

ポンプ

会議室

集会室 栄養指導室

機能回復
訓練室

診察室 健康相談室 事務室

中庭

その他

男子
便所

女子
便所

資料室

湯沸
室

下足
ｺｰﾅｰ

待合
ｺｰﾅｰ

１Ｆ １Ｆ

玄関

玄関

風除室

農林
研修室

生活改善
実習室

会議室 厨房

食堂

便所

ホール

事務室
浴室

ホール

脱衣

廊下

事務室

娯楽室

和室談話コーナー

集会室

舞台控室

リハビリ
室

談話室
健康

相談室

便所

便所

視聴覚室

廊下

便所

便所
図書室 吹抜

ホワイエ

集会室 舞台

控室

配膳室

準備室

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

用務員

倉
庫 男子

便所
女子
便所

便所
沐浴

男子
便所

女子
更衣

女子
便所

身障
便所

検査
室

男子
便所

女子
便所

倉
庫

ロッカー

事務

女子
便所

第二
健診

宿泊

第一
健診

女子便所

現在：福祉保健課執務室

健診資料

健診器具

眼底検査

便所

検査室

倉

倉
倉

相談
室

サンク
ロビー

湯沸
室

休憩
室倉庫

風除室

図書・資料室 多目的集会室 ギャラリー

ｱﾄﾘｴ
Ｂ

倉
庫

脱
衣

管理人
室

※収容物を移設出来た場合利用可能。


